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今回のコブタレポートでは、こうした悩みを解決しようとデジタル化を進めるまちづくり協議会を

紹介します。それぞれの取組は、どの地区でも取り組める内容ですので、きっと参考にできるもの

があると思います。

デジタル化が必須です︕︕

まちづくり活動の持続可能性を高めるためには…

各地区の取組はいかがでしたでしょうか？？

皆さんの地区でも取り組める内容があったのではないでしょうか。

『皆さんの地区のデジタル化を行政が支援します』

○まちづくり活動活性化補助金

事務運営や広報、体育祭等にご利用いただいている補助金ですが、デジタル化の財源としても利用可
能なケースがあります。まずは、まちづくりセンター長にご相談ください。

○デジタル推進課

主に高齢者等を対象とした初心者向けスマホ教室を開催しています。

「デジタル化に取り組みたいけど、どこから手を付けたらいいか分からない…」

思い立ったら、まちづくりセンター・まちづくり課に相談してください︕

デジタル化が必須とはいえ、顔と顔を合わせることがまちづくり活動の醍醐味のひとつであり
ます。

もとより、デジタル化で課題が全て解決する訳ではなく、全てのリアルの活動がデジタルに置
き換えられる訳でもないため、デジタルとリアルの活動とのバランスをどう取るかが大事なこと
です。

「横文字並べられても分からんよ！」と言わずに、デジタル化を進めて持続可能なまちづくり
活動に取り組んでいきましょう！！

デジタル化が解決の一助になるかも︖︕

これらのお悩み解決のためには…

◇富士市26地区まちづくり協議会のデジタルツールの導入状況（令和４年７月時点）

『まちづくり協議会内での連絡調整・コミュニケーション』の手段として、Emailを18地区、LINEを12地区が

活用しています。『地区への情報発信』の手段として、SNSを活用する地区も増えてきているほか、コロナ禍

を機に『Web会議ツール』を導入した地区もあります。 詳しくは…中面特集へ

こんなまちづくりのお悩み、抱えていませんか？

人口減少や定年延長で、まちづくりの中心世代になっている65〜75歳の人たちが少

なくなって、役員の高齢化や担い手不足が深刻だから、役員の負担を軽減して、若

い世代や現役世代の活動参加を促したい

コロナ禍の中、対面でのいろいろな活動が制限されてしまっているため、コロナ禍

でもまちづくりを前に進める方法がないだろうか

サービス産業従事者や女性の社会進出の増加で、まちづくり活動への参加者が減少し

ているから、より多くの人にまちづくり活動に参加してもらいたい

令和４年６月５日設立総会開催（ロゼシアター）

✎〜コラム〜 「富士市まちづくり協議会連合会」が発足しました

本連合会は、各地区のまちづくり協議会が、コミュニティ活動の活性化を図るため、各地区まちづくり協議

会相互の連携及び行政機関との協働により、持続可能な地域コミュニティづくりに向けた活力ある地区まちづ

くり活動を推進することを目的としています。

具体的な活動は以下のとおりです。

(1) 地区まちづくり協議会の課題解決に向けた活動に対する支援や

交流事業（まちづくり交流会の開催 など）

(2) 地区まちづくり協議会活動の情報共有 （理事会の開催 など）

(3) 行政機関との連携促進 （市長との行政懇談会 など）

(4) 市内外で活動する団体との連携促進

(5) その他本会が定める業務
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— まち協デジタル化推進部設置

須津地区まちづくり協議会で
は、協議会の連絡手段として
LINEを使用しています。須津地
区ではまちづくり活動のデジタ
ル化を推進するために、デジタ
ル化推進部という専門の部署を
設けました。LINEの導入はその
部署が主導し行っています。
LINEを始める際、使い方の分

からない協議会のメンバー全員
に、インストールの方法や使い
方を教えました。このようにし
て、まちづくり協議会全体でデ
ジタル推進に取り組もうとする
姿勢が、今回の取組の成功に結
び付きました。

— 速くて便利な連絡ツール

LINEの良い点は２点あります。
１点目は郵便と違いお金もかか
らず、瞬時に連絡が届くこと。
２点目はメールと違い相手が連
絡を見たかどうか分かることで
す。LINEを使用することで、今
までとは段違いの速度で情報伝
達ができるようになりました。

今では協議会のメンバーのほ
とんどがLINEを使用し、会議の
開催通知や行事に関する相談を
しています。文章では上手く伝
達できない場合は、電話などで
連絡をとることで、LINEの弱点
をカバーしています。

— ルールを定め、快適な運用を

これからの課題としては、利

用していく中でコメントの打ち
方や、返信の仕方に一定のルー
ルができてはいるものの、明確
化して決められてはいないため、
アプリの利用方法を書面で定め
ていくことがあげられました。
運用ルールをしっかりと定め

ることにより、みんなが気持ち
よく活動に取り組むことができ
るとともに、LINEアプリを一層
効果的・効率的に利用できるよ
うにしていきたいです。

💻 ウェブサイトあります！！

田子浦地区 富士駅南地区 丘地区

ＬＩＮＥで楽々！迅速！コミュニケーション

I n s t a g r a mで情報発信…人材発掘・地域活性化に‼

— 広報講座から運用スタート

伝法地区まちづくり協議会で

は、令和３年12月よりInstagramで

の情報発信を行っています。

きっかけは、令和２年度に実施

された「まちづくり広報講座」に

総務会企画広報局員３名が参加

し、Instagramの基本操作を学んだ

ことです。近年、地区回覧を見な

い住民が増えていると感じること

が多く、Instagramでの情報発信

が、そうした層へのアプローチに

なればと考え、アカウントを開

設、翌年度には協議会役員６名も

同講座に参加し、本格的な運用を

スタートしました。

— 投稿きっかけで人材発掘も

投稿は、協議会の活動やイベン

トのお知らせの記事がメインです。

幅広い年代の方から投稿に対して

反響があります。イベントを手伝

いたいという人も現れる等、人材
発掘につながることも。他にも、
地区のグルメやスポット紹介記事

を投稿すると、店と地区両方のPR

となり、地域活性化につながって
いくと感じています。幅広い分野

の記事を投稿することで、今まで

まちづくりに興味がなかった方に

も興味をもってもらえたらと考え

ています。

また、 Instagram上では、県外市

外のまちづくり協議会とも気軽に

つながることができ、活動の様子

を見ることが出来るため、そこか

らアイディアを得ることもありま

す。

Instagramは、広報誌と異なり、

フォロワーという形で情報の受け
取り手が数値化されて見えます。
フォロワー数が増えることで、地

区を知ってもらえていると実感す

ることができ、やりがいにもつな

がります。現在、フォロワー数は

400人。500人越えを目指し、まち

づ

— 事業見直し、コロナも影響

協議会事業の見直しで「会議が多
い」という声があったこと、また、
コロナ禍で大人数が集まる会議の開
催が難しかったこともあり、天間地
区ではウェブ会議ツール「Ｚｏｏｍ」
を利用して会議等を実施しています。
必要な機材の購入は、まちづくり協
議会デジタル推進補助金を活用しま
した。
主な会議として、月1回協議会構

成団体や関係団体が集まる「連絡
会・安全会議」をウェブと対面（会
場：まちづくりセンター）で併用開
催しています。

— 資源・時間も節約できる

ウェブ会議導入前より参加者は増
加し、印刷代も削減されました。
ウェブ参加者からは、会場まで来る
時間が短縮された、夜間に運転しな
くてすむ等の声があがっています。

一方、会議の内容によっては、会
場に集まって話し合うことが必要な
場面もあり、使い分けが必要だと感
じています。
連絡会の他にも、役員会等の会議

や、住民福祉講座等の講座や研修も
Ｚｏｏｍを利用しています。８月に
は、市長との行政懇談会もＺｏｏｍ
で開催しました。
また、地区デジタル化の一環で天

間地区公式 Instagramも開設してい
ます。
今後も、天間地区まちづくり行動

計画に掲げるＩＣＴ活用に向けて、
様々な取組をしたいと考えています。

協議会の会議をＺｏｏｍで開催！参加者も増加！

— 地区要望からサイト開設

田子浦地区まちづくり協議会で
は、生涯学習推進会に引き続き、
2018年に市内でもいち早くまちづ
くり協議会ウェブサイトを開設し、
情報発信に力を入れてきました。
当初は役員や地区住民から、体

育祭などの行事・会議資料の情報
が欲しいとの要望を受け掲載する
ようになり、その後も地区の要望
に応じて、サイトの内容を充実さ
せてきました。今では、『みなと
まつり』や『みなとマラソン』の

情

情報は地区外からの閲覧もあり、
ウェブサイト上の申込用紙をダウ
ンロードして申し込む方もいらっ
しゃいます。他のSNSに比べると、
「定期的に更新しなくては！」と
焦ることもなく、行事の前後を中
心に確実な更新を心掛けています。

— 時代に合わせまち協も発展

現在のウェブサイトは、無料サ
イトを利用して作成したものであ
るため、更新時のパソコン操作が
複雑で、限られた役員しか更新で

きない等の制約もあります。今後、
多少有料でも作業しやすいサイト
を利用して関わる人を増やしたり、
内容を充実させたりしていきたい
です。
また、最近、様々な行事に中学

生ボランティアが積極的に関わっ
てくれています。こういったデジ
タルネイティブの世代に、まちづ
くり協議会の情報発信に関わって
もらうことで、もっと充実するの
では…と考えており、その仕組み作
りも模索中です。
現在、田子浦地区はまちづくり

協議会の組織体制・事業をこれか
らの時代にあったものにニューア
ルを図っている最中でもあります。
今後は行事だけでなく、各部会の
様子なども詳細にウェブサイトに
アップし、新たな田子浦地区の様
子を引き続き発信していきます。

まち協ウェブサイトで、広く、正確な情報発信を‼

◀(左)広報講座の様子
◀(右)伝法地区

Instagram

◀ (左)連絡会併用開催の様子
◀ (右)行政懇談会の様子

◀ (左)ウェブサイトトップページ
◀ (右)活動報告のページ

ちなみに…

Ｉｎｓｔａｇｒａｍ とは、写真や動画を無料で共有できるSNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）です。

ＬＩＮＥ とは、スマホやパソコン、タブレットなどで利用できる無料アプリケーションで、ユーザー同士(１対１、複数人のグループ)で、

無料でメッセージのやり取り、音声通話、ビデオ通話などができます。

Ｚｏｏｍ とは、オンラインでセミナーや会議を開催するために開発されたアプリケーションで、遠隔地のユーザー同士が、映像や音声を

使ってビデオ会議や電話会議をすることができます。

取材を受けてくれた方…

広報部 小沼 温子 さん

取材を受けてくれた方…

企画広報総括 志田 敦子 さん
取材を受けてくれた方…

副会長 本間 卓也 さん
総務広報部 萩野 基行 さん

取材を受けてくれた方…

会長 植松 譲 さん
事務局 佐野 明 さん

各地区のＩｎｓｔａｇｒａｍのアカウン
トを富士市ウェブサイト上に一覧で掲載
しています。

ぜひご覧ください！！
今後、新たに開始する地区も随時追加し
ていきます。

増加中！！ 📷まち協公式 Ｉｎｓｔａｇｒａｍ

□■ 伝法地区 ■□

□■ 須津地区 ■□ □■ 天間地区 ■□

□■ 田子浦地区 ■□

づくり協議会

からの情報が

多くの人へ届

くよう今後も

発信を続けて

いきたいです。


